
第21回パワフルアグリフェアを開催
（栃木県本部）

とやま和牛「酒粕育ち」がデビュー
（富山県本部）

地元出身・桑木選手と
サプライヤー契約締結（岡山県本部）
全農東北プロジェクト「東北フェアin仙台」
を開催（全農東北プロジェクト）
ニッポンエール「とろとろ半熟煮たまご」
新発売（ＪＡ全農たまご㈱・営業開発部）
プロフェッショナルを追う（９）
営農・技術センター農産物商品開発室
大内晴生さん（広報・調査部）

ＪＡズームイン（福島：ＪＡ東西しらかわ）
ＪＡタウンショップ紹介
　かが・のと味自慢
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

JALコラボ企画「2022いわて純情むすめ」
接遇研修（岩手県本部）

スモモ「貴陽」の圃場からライブ配信で販売
（山梨県本部）

岐阜商業高等学校へ県産農畜産物を贈呈
（岐阜県本部）
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九州の働き手やＪＡＬ社員らが山形県でサクランボの収穫・出荷調製などを支援（4-5面）

全農とＪＴＢの連携協定  山形県本部で成果
労働力支援  他産地や他企業とも連携し取り組み拡大
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全日本卓球選手権大会表彰式で安田専務から
女子選手へ副賞を贈呈（８面）

岡山県本部を訪れた桑木選手（左）と伍賀弘県
本部長（３面）

（山形県本部）

8面

全
農
杯
2
0
2
2
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
小
学
生
以
下
の
部
）に
特
別
協
賛（
広
報
・
調
査
部
）

4
–
5
面

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



News!

News!

第21回パワフルアグリフェアを開催　

とやま和牛「酒粕育ち」がデビュー

持続可能な農業の実現に向けて

県や関係機関と連携し、富山の新たなブランド牛をＰＲ

栃木県本部

富山県本部

　
栃
木
県
本
部
は
7
月
16
、17
日
の
両
日
、宇
都
宮
市
内
で
J
A
グ
ル
ー

プ
栃
木
の
総
力
を
結
集
し
た
農
機
展
示
会「
第
21
回
パ
ワ
フ
ル
ア
グ
リ

フ
ェ
ア
」を
万
全
な
感
染
症
対
策
の
下
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
富
山
県
本
部
は
7
月
19
日
、新
ブ
ラ
ン
ド〝
と
や
ま
和
牛「
酒さ
け

粕か
す

育

ち
」〟の
デ
ビ
ュ
ー
に
あ
た
り
、県
や
関
係
機
関
と
名
称
・
ロ
ゴ
デ
ザ
イ

ン
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
内
飲
食
店
の
有
名
シ
ェ
フ
に
よ
る
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
や
報
道
機
関
に
向
け「
酒
粕
育
ち
」の
お
い

し
さ
を
P
R
し
ま
し
た
。

タ
ー
・
田
植
機
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
の
I
C
T
農
機
が
来
場
者
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。そ
の
他
、

低
コ
ス
ト
タ
イ
プ
の
肥
料
・
農

薬
、
土
壌
診
断
に
基
づ
く
適
正

施
肥
と
い
っ
た
生
産
コ
ス
ト
低

減
に
向
け
た
提
案
、
新
た
な
省

力
化
技
術
の
紹
介
な
ど
営
農
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発

信
し
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
会
の
菊
地
秀
俊
会

長
は「
資
材
価
格
高
騰
と
い
っ

た
厳
し
い
状
況
下
で
生
産
者
支

援
に
つ
な
げ
る
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

の
有
名
シ
ェ
フ
で
あ
る
小
室
徳

幸
シ
ェ
フ
、桃
井
勉
シ
ェ
フ
、毛

利
義
信
シ
ェ
フ
に
よ
る「
酒
粕

育
ち
」を
使
用
し
た
料
理
を
来
賓

に
振
る
舞
い
、
そ
の
お
い
し
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
7
月
25
日
か
ら
県
内
の
精
肉

店
や
飲
食
店
で
取
り
扱
い
が
始

ま
っ
て
お
り
、
富
山
県
本
部
で

は
今
後
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力

ア
ッ
プ
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は「
生
産
振
興
と
J
A

グ
ル
ー
プ
へ
の
結
集
を
図
り
、

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
し
ま

す
」を
テ
ー
マ
に
開
き
、2
日
間

で
4
0
0
0
人
を
超
え
る
方
々

に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
農
業
機
械
の

展
示
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は

メ
ー
カ
ー
各
社
の
最
新
農
機
が

並
べ
ら
れ
、
中
で
も
目
玉
と
な

る「
J
A
グ
ル
ー
プ
共
同
購
入

ト
ラ
ク
タ
ー
」「
J
A
グ
ル
ー
プ

オ
リ
ジ
ナ
ル
型
式
」や
最
新
技
術

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
2

年
度
か
ら
県
、県
酒
造
組
合
、県

肉
用
牛
協
会
と
連
携
し
、
富
山

の
地
酒
造
り
の
過
程
で
生
ま
れ

る
酒
粕
を
牛
に
給
与
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

県
が
実
施
し
た
肉
の
官
能
評
価

調
査
で
は
、
県
外
産
の
和
牛
と

比
較
し「
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
柔
ら

か
く
、脂
の
甘
味
が
強
い
」と
い

う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
発
表
会
で
は
、
県
内
飲
食
店

ド
ロ
ー
ン
の
説
明
を
聴
く
来
場
者

富山県本部運営委員会の細田勝二会長による
あいさつ

注
目
を
集
め
た
J
A
グ
ル
ー
プ
共
同
購

入
ト
ラ
ク
タ
ー

「酒粕育ち」の
詳しい情報はこちら

「酒粕育ち」のロゴマーク
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News!

地元出身・桑木選手とサプライヤー契約締結
大学生プロゴルファーを“食”で応援 岡山県本部

　
岡
山
県
本
部
は
、岡
山
県
出
身
の
大
学

生
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
桑
木
志
帆
選
手
と

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
は
、定
期
的
に
県
産
農
畜
産
物
を
提

供
す
る
こ
と
で
、全
国
を
飛
び
回
る
桑
木

選
手
を
栄
養
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

　
7
月
15
日
に
桑
木
選
手
が
岡
山
県
本

部
を
訪
れ
、現
在
の
活
動
状
況
を
報
告
。

県
本
部
よ
り
産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト

J
A
タ
ウ
ン「
お
い
し
い
お
か
や
ま
」で

使
用
で
き
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
し
た
。桑
木
選
手
は
、「
幼
い
頃
か
ら
、

岡
山
の
農
畜
産
物
を
食
べ
て
き
た
お
か

げ
で
、丈
夫
な
体
に
育
ち
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
地
元
の
食
材
を
食
べ
て
、優
勝
に

向
け
て
頑
張

り
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
本

部
は
、桑
木
選

手
に
県
産
農

畜
産
物
を
提

供
し
、選
手
を

〝
食
〟で
応
援

す
る
と
と
も

に
、県
産
農
畜

産
物
の
P
R

に
努
め
ま
す
。

News!

News!

全農東北プロジェクト 「東北フェアin仙台」を開催

ニッポンエール「とろとろ半熟煮たまご」新発売

仙台で東北の特産品・果物・花を紹介

９月１日から全国のスーパーやドラッグストアなどで販売

全農東北プロジェクト

JA全農たまご㈱・営業開発部

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
7
月
に

宮
城
県
仙
台
市
の「
農
産
物
直
売
所
た
な

ば
た
け
高
砂
店
」と「
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス

仙
台
マ
ル
シ
ェ
リ
ア
ン
」で「
東
北
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
J
A
全
農
た
ま
ご
㈱
と
営
業
開
発
部

は
、ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
で「
と

ろ
と
ろ
半
熟
煮
た
ま
ご
2
個
入
・
5
個

入
」を
9
月
1
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
「
た
な
ば
た
け
」は
新
鮮
な
農
産
品
を

求
め
、
地
域
の
方
が
多
く
訪
れ
る
J
A

仙
台
グ
ル
ー
プ
の
直
売
所
で
す
。「
ア
ク

ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台
」は
仙
台
東
部
沿
岸
地

区
に
位
置
し
、観
光
客
も
訪
れ
る
癒
や
し

と
食
の
複
合
施
設
で
す
。

　
両
店
舗
で
東
北
の
農
産
物
を
使
用
し

た
特
産
品
や
旬
の
果
物
な
ど
を
販
売
し
、

「
東
北
」の
魅
力
と
情
報
を
発
信
し
ま
し

た
。新
た
な
商
品
も
そ
ろ
え
た
2
店
で
の

初
の
東
北

フ
ェ
ア
開
催

を
記
念
し
、

東
北
六
花

を
販
売
す
る

㈱
シ
フ
ラ
が

丁
寧
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た

東
北
産
の
花

を
計
3
4
0

人
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し

た
。

　
従
来
品
か
ら
半
熟
具
合
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
、「
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
煮
た
ま

ご
」の
よ
う
な
半
熟
具
合
を
目
指
し
て
、

黄
身
が
と
ろ
と
ろ
に
な
る
よ
う
に
仕
上

げ
ま
し
た
。ま
た
、鹿
児
島
県
枕
崎
製
造

の
か
つ
お
節
で
作
る
エ
キ
ス
を
使
用
し

た
こ
だ
わ
り
の
味
付
け
で
、甘
味
を
抑
え

て
、薫
香
感
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
お
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
に
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
て
華
や
か
に
、豚
バ
ラ
肉
で
包
ん
で
焼

き
あ
げ
れ
ば
肉
巻
き
卵
な
ど
、用
途
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。２
個
入
り（
ス
タ
ン
ド
パ

ウ
チ
）と
５
個
入
り（
ピ
ロ
ー
パ
ッ
ク
）

で
、全
国
の
ス
ー
パ
ー
、百
貨
店
、ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

「
東
北
フ
ェ
ア
i
n
仙
台
」の

特
設
コ
ー
ナ
ー

９月１日から新発売するニッポンエール
「とろとろ半熟煮たまご」

岡
山
県
本
部
を
訪
れ
た
桑

木
選
手（
左
）と
伍
賀
弘
県

本
部
長
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か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
山
形
県
で
は
、
収
穫
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
6
月
中
下
旬
、
毎
年
、
労
働

力
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
山
形
県
本
部
や
山
形
県
な

ど
で
組
織
す
る
山
形
県
農
業
労
働
力

確
保
対
策
実
施
協
議
会
は
今
年
、
農

林
水
産
省
の「
農
業
労
働
力
産
地
間

連
携
等
推
進
事
業
」を
活
用
。
福
岡

県
や
大
分
県
な
ど
、
農
繁
期
の
異
な

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
働
き
手
を
呼
び

込
み
ま
し
た
。
計
40
人
の
参
加
者
が

山
形
県
に
1
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
作
業
な
ど
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
事
業
実
施
体
制
と
し
て
は
、
山
形

県
本
部
が
、
作
業
委
託
を
希
望
す
る

県
内
生
産
者
の
取
り
ま
と
め
や
農
作

業
受
委
託
契
約
事
務
の
代
行
な
ど
、

全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
当
。

そ
し
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
働
き
先
の
園
地
の

調
整
や
、
参
加
者
の
日
雇
い
雇
用
契
約

の
締
結
、
交
通
手
段
や
宿
泊
場
所
を

手
配
し
た
他
、
㈱
菜
果
野
ア
グ
リ
・
㈱

菜
果
野
ア
グ
リ
福
岡
が
、
大
分
県
・
福

岡
県
で
の
農
作
業
受
委
託
事
業
の
経

験
を
生
か
し
、
参
加
す
る
人
材
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
参
加
者
・
生
産
者
と
も
に
こ
の
取

り
組
み
を
評
価
す
る
意
見
が
多
数
を

占
め
、
事
業
継
続
を
希
望
す
る
声
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
参
加
者

の
県
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
購
入
意
欲
が
向
上

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
産
地
間
連
携
の
取
り
組
み
は
、
労

働
力
確
保
対
策
の
み
な
ら
ず
、
農
業

関
係
人
口
の
増
加
や
産
地
の
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
山
形
県
本
部
で
は
、
10
月
に
も
西

洋
梨「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」の
収
穫
作
業
で

今
回
同
様
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
携

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
農
業
を
通
じ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
や
産
地

の
活
性
化
、
地
方
創
生
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
方
向
性
が
一
致
し
た
こ
と

か
ら
、
山
形
県
本
部
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、日
本

航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）の
３
者
連
携
が
実
現
。

ま
た
、
こ
の
連
携
に
よ
っ
て
、
企
業
単

位
で
の
農
業
労
働
力
支
援
へ
の
参
加
が

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
６
月
中
旬
、現
役
の
客
室
乗
務
員

で
構
成
さ
れ
た「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
応

援
隊
」の
ほ
か
、Ｊ
Ａ
Ｌ
の
東
京
本
社
や

東
北
支
社
の
社
員
延
べ
72
人
が
、16
日

間
に
わ
た
っ
て
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
や
選

果
・
箱
詰
め
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
参
加

者
個
人
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
農
作

業
を
請
け
負
っ
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
と

業
務
委
託
契
約
を
締
結
。
こ
れ
に
よ

り
、Ｊ
Ａ
Ｌ
社
員
は
副
業
な
ど
と
し
て

で
は
な
く
、
業
務
の
一
環
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
副
業
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

企
業
で
も
農
業
労
働
力
支
援
に
参
加

で
き
る
と
し
て
、
山
形
県
本
部
で
は
今

回
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、
新
た
な
連
携

体
制
を
構
築
し
、
取
り
組
み
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
は
９
県
域
で
ト
ラ
イ

ア
ル
的
に
実
施
さ
れ
た
農
業
労
働
力

支
援
事
業
。
山
形
県
本
部
で
は
6
月

に
行
わ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
を
は

じ
め
、
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
調
整
、
西
洋

梨「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」の
収
穫
な
ど
、
5

つ
の
作
業
で
延
べ
6
5
4
人
の
支
援
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
女
性

が
全
体
の
約
7
割
を
占
め
、
年
代
別
で

は
10
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
世
代
が

活
躍
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
1
日
単
位
で
参
加
で
き
る
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
代
や
学
生
、
シ
ニ
ア
層

や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
副
業
と

し
て
の
参
加
も
多
く
、
多
様
な
人
材
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
山
形
県
本
部
で
は
、
こ
の
需
要
が
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
や
女
性
活
躍
、
生

活
困
窮
者
支
援
に
も
貢
献
し
、
地
方

創
生
に
も
寄
与
で
き
る
、
持
続
可
能

な
取
り
組
み
に
な
り
え
る
と
し
て
、
確

全
国
に
先
が
け
て
ス
タ
ー
ト

多
様
な
人
材
が
活
躍

農
繁
期
が
異
な
る
産
地
と
の
連
携

九
州
か
ら
働
き
手
を
確
保

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
×
Ｊ
Ｔ
Ｂ
×
Ｊ
Ａ
Ｌ

企
業
単
位
で
の
参
加
も
可
能
に

全
農
と
J
T
B
の
連
携
協
定 

山
形
県
本
部
で
成
果

労
働
力
支
援 

他
産
地
や
他
企
業
と
も
連
携
し
取
り
組
み
拡
大

農
業
現
場
が
抱
え
る
課
題
解
決
目
指
す

「サクランボの収穫は初めて」という「ＪＡＬふるさと応援隊」の２人サクランボの選果・パック詰めをする
「ＪＡＬふるさと応援隊」

サクランボの収穫方法を教わる九州からの参加者初めてのサクランボ収穫に慎重に取り組む
（株）菜果野アグリ福岡の方々

　
全
農
と
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
２
０
２
１
年
４
月
１
日
、
農
作
業
を
担
う
多
様
な
人

材
の
確
保
を
目
指
し
、
農
業
労
働
力
支
援
事
業
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
山
形
県
本
部
は
同
年
６
月
、
全
国
に
先
が
け
て
事
業
を
開
始
し
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
２
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
や

企
業
と
の
連
携
に
も
挑
戦
し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
拡
大
と
農
業
現
場
が

抱
え
る
課
題
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

 【
山
形
県
本
部
】

　「サクランボの収穫は初めてでしたが、九州で生産が盛
んなミニトマトの収穫と通じるものがありました。地元での
農作業経験を生かして他産地の助けになれることがうれし
かったです。産地同士が連携し、お互いの繁忙期を支援
する取り組みは、これからますます需要が高まると思います」

参加した
（株）菜果野アグリ福岡の

久保恵利統括部長

　「初めてとは思えないほど手早く確実な作業で心強かっ
たです。県内の人手が足りなくなることは目に見えて分かる
状況なので、こうして県外から支援してもらえるのは非常に
ありがたい。どんどん拡大させていってほしいです」

生産者のたきぐちファーム

滝口征司代表取締役

●産地間の連携について

参加者・生産者の声

　「普段の客室業務と同じく、体力と繊細さが求められまし
た。農業の楽しさだけでなく、その苦労も実感し、改めて
生産者の方々には頭が下がる思いです。今後お客さまと
お話しする際には、今日の経験も交えながら、山形県と山
形県産サクランボの魅力を発信したいと思います」

参加した
「ＪＡＬふるさとアンバサダー」の

髙瀨雅子さん

　「サクランボを収穫しきれないこともあったので、今回は
本当に助かりました。この取り組みは、われわれ農家にとっ
ても魅力的ですし、人手不足の課題解決につながる大きな
一歩になると思います」

生産者の

鈴木克也さん

●企業間の連携について
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か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
山
形
県
で
は
、
収
穫
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
6
月
中
下
旬
、
毎
年
、
労
働

力
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
山
形
県
本
部
や
山
形
県
な

ど
で
組
織
す
る
山
形
県
農
業
労
働
力

確
保
対
策
実
施
協
議
会
は
今
年
、
農

林
水
産
省
の「
農
業
労
働
力
産
地
間

連
携
等
推
進
事
業
」を
活
用
。
福
岡

県
や
大
分
県
な
ど
、
農
繁
期
の
異
な

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
働
き
手
を
呼
び

込
み
ま
し
た
。
計
40
人
の
参
加
者
が

山
形
県
に
1
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
作
業
な
ど
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
事
業
実
施
体
制
と
し
て
は
、
山
形

県
本
部
が
、
作
業
委
託
を
希
望
す
る

県
内
生
産
者
の
取
り
ま
と
め
や
農
作

業
受
委
託
契
約
事
務
の
代
行
な
ど
、

全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
当
。

そ
し
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
働
き
先
の
園
地
の

調
整
や
、
参
加
者
の
日
雇
い
雇
用
契
約

の
締
結
、
交
通
手
段
や
宿
泊
場
所
を

手
配
し
た
他
、
㈱
菜
果
野
ア
グ
リ
・
㈱

菜
果
野
ア
グ
リ
福
岡
が
、
大
分
県
・
福

岡
県
で
の
農
作
業
受
委
託
事
業
の
経

験
を
生
か
し
、
参
加
す
る
人
材
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
参
加
者
・
生
産
者
と
も
に
こ
の
取

り
組
み
を
評
価
す
る
意
見
が
多
数
を

占
め
、
事
業
継
続
を
希
望
す
る
声
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
参
加
者

の
県
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
購
入
意
欲
が
向
上

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
産
地
間
連
携
の
取
り
組
み
は
、
労

働
力
確
保
対
策
の
み
な
ら
ず
、
農
業

関
係
人
口
の
増
加
や
産
地
の
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
山
形
県
本
部
で
は
、
10
月
に
も
西

洋
梨「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」の
収
穫
作
業
で

今
回
同
様
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
携

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
農
業
を
通
じ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
や
産
地

の
活
性
化
、
地
方
創
生
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
方
向
性
が
一
致
し
た
こ
と

か
ら
、
山
形
県
本
部
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、日
本

航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）の
３
者
連
携
が
実
現
。

ま
た
、
こ
の
連
携
に
よ
っ
て
、
企
業
単

位
で
の
農
業
労
働
力
支
援
へ
の
参
加
が

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
６
月
中
旬
、現
役
の
客
室
乗
務
員

で
構
成
さ
れ
た「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
応

援
隊
」の
ほ
か
、Ｊ
Ａ
Ｌ
の
東
京
本
社
や

東
北
支
社
の
社
員
延
べ
72
人
が
、16
日

間
に
わ
た
っ
て
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
や
選

果
・
箱
詰
め
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
参
加

者
個
人
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
農
作

業
を
請
け
負
っ
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
と

業
務
委
託
契
約
を
締
結
。
こ
れ
に
よ

り
、Ｊ
Ａ
Ｌ
社
員
は
副
業
な
ど
と
し
て

で
は
な
く
、
業
務
の
一
環
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
副
業
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

企
業
で
も
農
業
労
働
力
支
援
に
参
加

で
き
る
と
し
て
、
山
形
県
本
部
で
は
今

回
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、
新
た
な
連
携

体
制
を
構
築
し
、
取
り
組
み
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
は
９
県
域
で
ト
ラ
イ

ア
ル
的
に
実
施
さ
れ
た
農
業
労
働
力

支
援
事
業
。
山
形
県
本
部
で
は
6
月

に
行
わ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
を
は

じ
め
、
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
調
整
、
西
洋

梨「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」の
収
穫
な
ど
、
5

つ
の
作
業
で
延
べ
6
5
4
人
の
支
援
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
女
性

が
全
体
の
約
7
割
を
占
め
、
年
代
別
で

は
10
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
世
代
が

活
躍
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
1
日
単
位
で
参
加
で
き
る
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
代
や
学
生
、
シ
ニ
ア
層

や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
副
業
と

し
て
の
参
加
も
多
く
、
多
様
な
人
材
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
山
形
県
本
部
で
は
、
こ
の
需
要
が
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
や
女
性
活
躍
、
生

活
困
窮
者
支
援
に
も
貢
献
し
、
地
方

創
生
に
も
寄
与
で
き
る
、
持
続
可
能

な
取
り
組
み
に
な
り
え
る
と
し
て
、
確

全
国
に
先
が
け
て
ス
タ
ー
ト

多
様
な
人
材
が
活
躍

農
繁
期
が
異
な
る
産
地
と
の
連
携

九
州
か
ら
働
き
手
を
確
保

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
×
Ｊ
Ｔ
Ｂ
×
Ｊ
Ａ
Ｌ

企
業
単
位
で
の
参
加
も
可
能
に

全
農
と
J
T
B
の
連
携
協
定 

山
形
県
本
部
で
成
果

労
働
力
支
援 

他
産
地
や
他
企
業
と
も
連
携
し
取
り
組
み
拡
大

農
業
現
場
が
抱
え
る
課
題
解
決
目
指
す

「サクランボの収穫は初めて」という「ＪＡＬふるさと応援隊」の２人サクランボの選果・パック詰めをする
「ＪＡＬふるさと応援隊」

サクランボの収穫方法を教わる九州からの参加者初めてのサクランボ収穫に慎重に取り組む
（株）菜果野アグリ福岡の方々

　
全
農
と
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
２
０
２
１
年
４
月
１
日
、
農
作
業
を
担
う
多
様
な
人

材
の
確
保
を
目
指
し
、
農
業
労
働
力
支
援
事
業
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
山
形
県
本
部
は
同
年
６
月
、
全
国
に
先
が
け
て
事
業
を
開
始
し
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
２
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
や

企
業
と
の
連
携
に
も
挑
戦
し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
拡
大
と
農
業
現
場
が

抱
え
る
課
題
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

 【
山
形
県
本
部
】

　「サクランボの収穫は初めてでしたが、九州で生産が盛
んなミニトマトの収穫と通じるものがありました。地元での
農作業経験を生かして他産地の助けになれることがうれし
かったです。産地同士が連携し、お互いの繁忙期を支援
する取り組みは、これからますます需要が高まると思います」

参加した
（株）菜果野アグリ福岡の

久保恵利統括部長

　「初めてとは思えないほど手早く確実な作業で心強かっ
たです。県内の人手が足りなくなることは目に見えて分かる
状況なので、こうして県外から支援してもらえるのは非常に
ありがたい。どんどん拡大させていってほしいです」

生産者のたきぐちファーム

滝口征司代表取締役

●産地間の連携について

参加者・生産者の声

　「普段の客室業務と同じく、体力と繊細さが求められまし
た。農業の楽しさだけでなく、その苦労も実感し、改めて
生産者の方々には頭が下がる思いです。今後お客さまと
お話しする際には、今日の経験も交えながら、山形県と山
形県産サクランボの魅力を発信したいと思います」

参加した
「ＪＡＬふるさとアンバサダー」の

髙瀨雅子さん

　「サクランボを収穫しきれないこともあったので、今回は
本当に助かりました。この取り組みは、われわれ農家にとっ
ても魅力的ですし、人手不足の課題解決につながる大きな
一歩になると思います」

生産者の

鈴木克也さん

●企業間の連携について
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―
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
大
学
で
は
植
物
の
開
花
に
関
す
る

遺
伝
子
に
つい
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
に
入
会
し
、
農
産
物
商

品
開
発
室
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
農
産
物
商
品
開
発
室
と
は
？

　
国
産
農
畜
産
物
の
生
産
維
持
や
消

費
拡
大
の
た
め
に
、
生
産
か
ら
販
売

ま
で
一
貫
し
た
商
品
開
発
と
、
省
力

化
・
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る
生
産

技
術
の
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
し
い
栽
培
技
術
や
有
望

品
種
を
検
討
す
る「
栽
培
チ
ー
ム
」

と
、
生
産
し
た
農
畜
産
物
の
分
析
を

も
と
に
技
術
開
発
・
商
品
開
発
を
行

う「
食
品
分
析
チ
ー
ム
」が
あ
り
、
私

は
栽
培
チ
ー
ム
で
水
稲
の
品
種
開
発

に
携
わ
って
い
ま
す
。

―
―
主
な
仕
事
は
？

　
多
収
業
務
用
米
の
品
種
開
発
と
、

原
原
種
の
維
持
で
す
。
品
種
開
発
で

は
、「
は
る
み
」の
よ
う
な
当
研
究
室

で
開
発
し
た
良
食
味
米
品
種
の
育
成

も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
農
研
機
構
や

民
間
企
業
が
開
発
し
た
有
望
な
多
収

業
務
用
米
品
種
の
栽
培
性
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
、
品
種
・
系
統
の
選
抜

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
抜
し
た

品
種
・
系
統
を
普
及
地
域
で
栽
培
で

き
る
か
の
地
域
適
応
性
評
価
試
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
選
抜
し
た

品
種
・
系
統
の
小
規
模
な
試
験
栽
培

も
行
っ
て
い
て
、
適
切
な
移
植
時
期

や
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
も
調
査
し

て
い
ま
す
。

―
―
原
原
種
の
維
持
と
は
？

　
原
原
種
を
も
と
に
種
子
生
産
者
は

種
子
を
生
産
し
、
生
産
者
へ
供
給
し

て
い
ま
す
。
原
原
種
が
な
く
な
って
し

ま
う
と
、
数
年
後
そ
の
種
子
の
供
給

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
純
粋
な
種
子
を
維
持
・
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
研
究
室
で

は
全
農
が
推
進
し
て
い
る「
は
る
み
」

や
多
収
米
を
含
め
た
5
品
種
の
原
原

種
に
つい
て
維
持
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

原
原
種
維
持
に
は
通
常
と
は
異
な
る

栽
培
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ン
タ

ミ（
異
品
種
の
混
入
な
ど
）や
異
株
、

施
肥
量
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
品
種
開
発
と
原
原
種
の

維
持
・
管
理
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
な
の
で
、
品
種
開
発
の
と
き
に

は
両
方
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

―
―
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
品
種
開
発
は
一
般
的
に
５
年
か
ら

10
年
先
の
情
勢
を
見
据
え
、
ど
う
い

う
品
種
が
必
要
か
考
え
な
が
ら
開
発

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
気
候

変
動
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
な

ど
突
発
的
な
こ
と
も
あ
る
の
で
な
か

な
か
難
し
い
で
す
が
、
社
会
情
勢
や

消
費
動
向
な
ど
も
日
々
チ
ェッ
ク
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
全
農
は
研
究
・

開
発
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
者

へ
普
及
す
る
立
場
に
も
あ
る
の
で
、

そ
の
と
き
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
生
産

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
品
種

を
開
発
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
追
う
（9）

先
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
品
種
開
発

種
子
の
維
持
に
も
取
り
組
む

水稲の穂の長さを計測する大内さん

J
A
全
農
営
農・技
術
セ
ン
タ
ー
農
産
物
商
品
開
発
室

　大
内 

晴
生
さ
ん

お
お  

う
ち     

は
る  

き

圃場で水稲の生育を確認
する大内さん

　全
農
グ
ル
ー
プ
に
は
専
門
的
な
事
業
に
従
事
し
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
今
回

は
J
A
全
農
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
農
産
物
商
品
開
発
室
の
大
内
晴
生
さ
ん
に
迫

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
広
報
・
調
査
部
】
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概要 （令和4年2月末現在）

正組合員数� 5518人
准組合員数� 4128人
職員数� 234人
販売品取扱高� 41億8千万円
購買品取扱高� 22億1千万円
貯金残高� 612億円
長期共済保有高� 2566億7千万円
主な農畜産物�　　米、トマト、キュウリ、

ニラ、インゲン、イチゴ、肉牛、和牛

化
し
て
い
ま
す
。農
家
組
合
員
の

若
年
層
就
農
者
勉
強
会
を
開
き
、

病
害
虫
防
除
や
栽
培
技
術
向
上

に
向
け
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、

農
家
組
合
員
に
寄
り
添
う
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
誌「
か
が
や
き
」は
毎
月

約
6
0
0
0
部
発
行
し
、
22
年

1
月
で
2
5
0
号
を
迎
え
ま
し

た
。各
事
業
や
直
売
所
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
は
じ
め
、「
か
が
や
き

N
E
W
S
」コ
ー
ナ
ー
で
各
地
域

の
取
り
組
み
を
紹
介
、
読
者
の

俳
句
を
掲
載
す
る
な
ど
、
紙
面

が
交
流
の
場
と
な
る
よ
う〝
み

り
ょ
く
〟あ
る
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
20
年
に
20
周
年
を
迎

え
、昨
年「
創
立
20
周
年
記
念
誌
」

を
作
成
し
、
組
合
員
へ
記
念
帽

子
と
共
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

20
年
1
月
か
ら
は
、
新
た
に

准
組
合
員
向
け
広
報
誌「
か
が
や

き
フ
レ
ン
ズ
」の
発
行
を
ス
タ
ー

ト
。年
に
2
回
、各
事
業
所
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
み
り
ょ

く
満
点
」を
紹
介
し
、
自
己
改

革
の
取
り
組
み
な
ど
親
し
み
を

も
っ
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、J
A
を
気
軽
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、

身
近
な
出
来
事
や
広
報
誌
面
の

一
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
農
産
物
直
売
所「
み

り
ょ
く
満
点
物
語
」が
開
催
す

る
年
に
2
回
の
大
イ
ベ
ン
ト
に

合
わ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ＪＡ東西しらかわ
（福島県）

“
み
り
ょ
く
”あ
る
農
畜
産
物
を

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
広
報
で
Ｐ
Ｒ

の
気
候
の
違
い
を
生
か
し
、主
に

水
稲
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
イ

ン
ゲ
ン
、イ
チ
ゴ
な
ど
の
農
作
物

や
畜
産
業
が
盛
ん
で
す
。

　
営
農
指
導
若
手
職
員
の
基
礎

知
識
の
向
上
と
栽
培
技
術
習
得

を
目
的
に
、
営
農
指
導
員
講
座

へ
の
積
極
的
な
参
加
や
J
A
独

自
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い

て
実
際
に
圃ほ
じ
ょ
う場

に

出
向
き
、園
芸
土
壌

の
性
質
に
つ
い
て

学
ぶ
現
地
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、営
農
経
済
渉
外

員
に
よ
る
担
い
手

農
家
を
中
心
と
し

た
訪
問
活
動
を
強

　
J
A
東
西
し
ら
か
わ
は
、
福

島
県
中
央
南
に
位
置
し
、
白
河

市
表
郷
、矢
吹
町（
三
神
地
区
を

除
く
）、棚
倉
町
、塙
町
、矢
祭
町
、

鮫
川
村
の
6
市
町
村
か
ら
な
り
、

2
0
0
1
年
に
7
J
A
が
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。

　
管
内
は
地
ア
ユ
の
す
む
清
流

と
し
て
名
高
い
久
慈
川
や
、東
北

を
縦
貫
す
る
阿
武
隈
川
に
そ
そ

ぐ
社
川
の
地
域
で
、
標
高
差
は

5
0
0
m
。平
地
と
中
山
間
地
と

誌
を
各
新
聞
折
り
込
み
で
約

1
万
7
0
0
0
部
発
行
し
て
い

ま
す
。地
域
の
方
に
も
J
A
を
身

近
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
併

設
す
る「
旬
彩
レ
ス
ト
ラ
ン 

山

ぼ
う
し
」の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
し
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も〝
み
り
ょ
く
〟

あ
る
農
畜
産
物
と
作
り
手
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
さ
ら
な
る
充

実
し
た
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
ス
タ

イ
ル
を
展
開
し
P
R
・
消
費
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福島県

新潟県

山形県 宮城県

栃木県
茨城県

農
家
所
得
の
増
大
に
向
け
て

営
農
指
導
の
技
術
力
向
上

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
誌
で

農
産
物
直
売
所
の
Ｐ
Ｒ

農
業
と
Ｊ
Ａ
運
動
の
理
解
へ

広
報
や
情
報
発
信
を
多
彩
に

勉強会に参加する
若手農家と職員

園芸土壌の現地研修をする職員

20
周
年
記
念
品
と
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
媒
体
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かが・のと味自慢

　「赤くて日本一大粒のブドウを作りたい！」。ブドウ農家
の一途な思いから、14年の歳月を費やして完成した石川
県産のブドウ「ルビーロマン」。今年は市場デビューから
15年目です。国内では百数十種類のブドウが栽培されて
いますが、数少ない赤色の大粒品種。「ルビーロマン」に
は粒の大きさや糖度、房の重量など厳しい基準が設けら
れ、クリアしたものだけがその名を名乗ることができます。
　宝石のような赤色の果実は酸味が少なく高糖度。果汁
も豊富で口いっぱいに広がる爽やかな甘みをご堪能いた
だけます。

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

ルビーロマン 赤色の大粒ブドウ 秀 大房 （700g以上）
×1房 化粧箱入り…1万3500円（税込み）

休刊のお知らせ
8月22日号は休刊いたします。
次は8月29日号です。

JA全農提供FMラジオ番組（TOKYO FM/JFN38局）
毎週土曜日13：00～13：55（生放送）
“旬”なゲストを迎え、最新の音楽チャートをご紹介

　全農は7月28～31日、兵庫県神戸
市のグリーンアリーナ神戸で開催され
た「全農杯2022年全日本卓球選手
権大会（ホープス・カブ・バンビの
部）」に特別協賛し、出場選手の皆さ
んを「ニッポンの食」で応援しました。

【広報・調査部】

　各都道府県予選を勝ち抜いた卓球少年・少女
たち979人が集結し、ホープス（小学6年生以下）、
カブ（同４年生以下）、バンビ（同２年生以下）の各
部門の頂点を競いました。29日（男子）には池田幸
夫参事より、31日（女子）には安田忠孝専務より、１
位から３位までの選手に全国の人気・話題の銘柄
米を月替わりでお届けする「日本を食べよう『銘
米』コース」と、徳島県産スダチを使用した飲料
「徳島すだち微炭酸」を贈呈しました。
　また会場では、全農所属の石川佳純選手が出
演している全農の新ＣＭ「つながる食卓」をモチー
フにしたフォトスポットの設置やクイズ企画などを
実施。クイズの参加者には全農の商品ブランド
「ニッポンエール」の「神奈川県産湘南ゴールドグ
ミ」をプレゼントしました。

未来の卓球日本代表が集結！

安田専務から女子選手へ副賞を贈呈 池田参事から男子選手へ副賞を贈呈

クイズ企画に参加する選手たち 新CMの最後のシーンを再現したフォトスポット

日本を食べよう「銘米」コース１２０ｋｇ（１０ｋｇ×１２カ月）
徳島すだち微炭酸２５０ｍｌ×１ケース
日本を食べよう「銘米」コース６０ｋｇ（５ｋｇ×１２カ月）
徳島すだち微炭酸２５０ｍｌ×１ケース
日本を食べよう「銘米」コース３０ｋｇ（５ｋｇ×６カ月）
徳島すだち微炭酸２５０ｍｌ×１ケース
徳島県産すだち使用「ザすだち」×１ケース
石川佳純選手直筆サイン色紙

副賞一覧

優勝

賞名 賞品

２位

３位

フェアプレー賞

全農杯2022年全日本卓球選手権大会（小学生以下の部）
に特別協賛

いち ず

第21回パワフルアグリフェアを開催
（栃木県本部）

とやま和牛「酒粕育ち」がデビュー
（富山県本部）

地元出身・桑木選手と
サプライヤー契約締結（岡山県本部）
全農東北プロジェクト「東北フェアin仙台」
を開催（全農東北プロジェクト）
ニッポンエール「とろとろ半熟煮たまご」
新発売（ＪＡ全農たまご㈱・営業開発部）
プロフェッショナルを追う（９）
営農・技術センター農産物商品開発室
大内晴生さん（広報・調査部）

ＪＡズームイン（福島：ＪＡ東西しらかわ）
ＪＡタウンショップ紹介
　かが・のと味自慢

8

7

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

JALコラボ企画「2022いわて純情むすめ」
接遇研修（岩手県本部）

スモモ「貴陽」の圃場からライブ配信で販売
（山梨県本部）

岐阜商業高等学校へ県産農畜産物を贈呈
（岐阜県本部）

2

6

3

九州の働き手やＪＡＬ社員らが山形県でサクランボの収穫・出荷調製などを支援（4-5面）

全農とＪＴＢの連携協定  山形県本部で成果
労働力支援  他産地や他企業とも連携し取り組み拡大

2022 8.15 vol.1008

全日本卓球選手権大会表彰式で安田専務から
女子選手へ副賞を贈呈（８面）

岡山県本部を訪れた桑木選手（左）と伍賀弘県
本部長（３面）

（山形県本部）

8面

全
農
杯
2
0
2
2
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
小
学
生
以
下
の
部
）に
特
別
協
賛（
広
報
・
調
査
部
）

4
–
5
面

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

8


